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(百万円未満切捨て)
１．平成28年３月期第３四半期の連結業績（平成27年４月１日～平成27年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

28年３月期第３四半期 215,997 12.4 30,252 111.7 31,832 63.8 21,163 93.1

27年３月期第３四半期 192,097 17.4 14,289 181.0 19,439 118.8 10,961 102.4
(注) 包括利益 28年３月期第３四半期 15,156百万円( 6.4％) 27年３月期第３四半期 14,245百万円(△32.5％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

28年３月期第３四半期 57.41 57.35

27年３月期第３四半期 29.23 29.19
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

28年３月期第３四半期 551,946 420,956 75.7

27年３月期 573,537 426,481 73.8
(参考) 自己資本 28年３月期第３四半期 417,865百万円 27年３月期 423,319百万円
　

　　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

27年３月期 － 13.00 － 13.00 26.00

28年３月期 － 16.00 －

28年３月期(予想) 18.00 34.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成28年３月期の連結業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 300,000 4.7 38,000 37.2 40,000 20.2 26,000 41.1 71.17
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無
　　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 28年３月期３Ｑ 378,115,217株 27年３月期 386,502,117株

② 期末自己株式数 28年３月期３Ｑ 12,811,706株 27年３月期 13,043,469株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期３Ｑ 368,671,534株 27年３月期３Ｑ 375,002,052株

　
　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続が実施中で
す。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判
断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

決算短信 （宝印刷）  2016年02月05日 13時31分 2ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



株式会社 アマダホールディングス(6113) 平成28年３月期 第３四半期決算短信

― 1 ―

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………２

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………………………２

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 ………………………………………………………………２

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ……………………………………………２

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ……………………………………………２

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 …………………………………………２

３．四半期連結財務諸表 ……………………………………………………………………………………３

（１）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………３

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………………………５

　 四半期連結損益計算書

　 第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………５

　 四半期連結包括利益計算書

　 第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………６

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………７

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………７

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………７

（セグメント情報等） …………………………………………………………………………………７

４．補足情報 …………………………………………………………………………………………………８

　（１）受注及び販売の状況 ………………………………………………………………………………８

（２）地域別売上高の状況 ………………………………………………………………………………８

決算短信 （宝印刷）  2016年02月05日 13時31分 3ページ （Tess 1.40(64) 20150116_01）



株式会社 アマダホールディングス(6113) 平成28年３月期 第３四半期決算短信

― 2 ―

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間の世界経済は、中国経済の減速傾向が鮮明となり、他の新興国でも成長が鈍化いたし

ましたが、欧州では緩やかに回復しており、米国では引き続き堅調に推移いたしました。

　一方、日本経済は、設備投資の増加と企業収益の改善などにより緩やかな回復基調が続いております。

　このような状況の下、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、受注高2,249億円（前年同期比3.7％増）、売上

高2,159億円（同12.4％増）とそれぞれ前年同期を上回る実績となりました。

　事業別の売上高の状況につきましては、金属加工機械事業においては、板金部門1,608億円（前年同期比20.9％

増）、溶接部門167億円(同1.4％減)となり、全体では1,776億円（同18.4％増）となりました。また、金属工作機械

事業については、工作機械部門は株式会社アマダマシンツールの旋盤事業を平成27年4月1日付でＤＭＧ森精機株式

会社グループへ事業譲渡したため、前年同期比51.7％減の53億円となりました。一方、切削部門244億円(前年同期

比3.4％増)、プレス部門73億円（同12.6％増）と増収となり、全体では前年同期比9.9％減の371億円となりまし

た。

なお、持株会社制への移行に伴い、第１四半期連結会計期間より報告セグメント及び事業・部門の区分を変更

し、従来「金属加工機械事業」に含めていた「プレス部門」を「金属工作機械事業」に含めるとともに、「金属加

工機械事業」の「板金部門」のうち株式会社アマダミヤチグループが取り扱っている溶接機等を「溶接部門」とし

て独立させております。この変更を踏まえ、事業・部門別売上高の前年同期との数値の比較は変更後の区分に基づ

いて行っております。

　主要な地域別売上高の内訳では、日本は前年同期比18.7％増の1,003億円となりました。また、海外では、北米

が前年同期比21.1％増の386億円となったのをはじめ、欧州375億円（前年同期比5.3％増）、アジア365億円（同1.8

％増）と主要３地域においていずれも増収となり、海外全体では前年同期比7.5％増の1,156億円となりました。

　損益面におきましては、増収効果と円安の影響などにより、営業利益302億円（前年同期比111.7％増）、経常利

益318億円（同63.8％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益211億円（同93.1％増）といずれも増益となりまし

た。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期末の総資産は、前期末に比べ215億円減少し、5,519億円となりました。また、純資産は前期末比55

億円減の4,209億円となりました。自己資本比率は前期末の73.8％から75.7％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、平成27年11月12日の第２四半期決算発表時に公表した業績予想値から変更

はありません。

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　 （会計方針の変更）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」という。）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」という。）及び

「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）

等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額

を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更い

たしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定

による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方

法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変

更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度について

は、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）及

び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時

点から将来にわたって適用しております。

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 80,203 73,995

受取手形及び売掛金 147,911 127,225

リース投資資産 13,430 13,157

有価証券 33,739 40,103

商品及び製品 66,876 62,958

仕掛品 7,405 8,590

原材料及び貯蔵品 15,827 15,961

その他 14,097 13,645

貸倒引当金 △2,204 △2,118

流動資産合計 377,286 353,520

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 61,699 58,712

その他（純額） 67,812 68,734

有形固定資産合計 129,511 127,447

無形固定資産

のれん 2,230 1,748

その他 3,382 4,053

無形固定資産合計 5,613 5,801

投資その他の資産

投資有価証券 48,844 52,304

退職給付に係る資産 131 127

その他 12,470 13,061

貸倒引当金 △320 △315

投資その他の資産合計 61,126 65,176

固定資産合計 196,250 198,426

資産合計 573,537 551,946

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 20,261 11,670

電子記録債務 19,158 19,598

短期借入金 32,903 28,229

未払法人税等 6,485 6,707

賞与引当金 3,339 1,749

役員賞与引当金 219 207

割賦販売未実現利益 15,018 13,709

その他 28,302 27,311

流動負債合計 125,687 109,184

固定負債

長期借入金 5,887 7,754

役員退職慰労引当金 35 41

退職給付に係る負債 7,733 6,103

その他 7,711 7,906

固定負債合計 21,368 21,806

負債合計 147,055 130,990
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 54,768 54,768

資本剰余金 163,199 163,199

利益剰余金 208,449 210,984

自己株式 △10,337 △12,172

株主資本合計 416,079 416,779

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,155 424

繰延ヘッジ損益 75 104

土地再評価差額金 △9,251 △9,251

為替換算調整勘定 14,206 8,699

退職給付に係る調整累計額 1,054 1,109

その他の包括利益累計額合計 7,240 1,085

新株予約権 104 77

非支配株主持分 3,056 3,014

純資産合計 426,481 420,956

負債純資産合計 573,537 551,946
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 192,097 215,997

売上原価 110,345 117,622

売上総利益 81,751 98,375

販売費及び一般管理費

販売手数料 4,585 4,872

荷造運搬費 6,805 6,550

給料及び手当 21,362 22,595

その他 36,066 35,484

販売費及び一般管理費合計 68,820 69,502

割賦販売等繰延利益繰戻 3,943 3,982

割賦販売等未実現利益繰延 2,584 2,603

営業利益 14,289 30,252

営業外収益

受取利息 1,489 1,419

受取配当金 535 477

為替差益 2,656 －

その他 1,068 754

営業外収益合計 5,749 2,651

営業外費用

支払利息 216 215

投資有価証券売却損 162 －

為替差損 － 464

その他 220 391

営業外費用合計 599 1,070

経常利益 19,439 31,832

特別利益

固定資産売却益 25 73

投資有価証券売却益 3 －

補助金収入 23 1,280

その他 0 －

特別利益合計 53 1,353

特別損失

固定資産売却損 2 14

固定資産除却損 30 129

減損損失 309 29

事業整理損 430 －

その他 13 6

特別損失合計 786 180

税金等調整前四半期純利益 18,706 33,006

法人税、住民税及び事業税 7,611 11,165

法人税等調整額 △105 420

法人税等合計 7,506 11,586

四半期純利益 11,200 21,419

非支配株主に帰属する四半期純利益 239 255

親会社株主に帰属する四半期純利益 10,961 21,163
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 11,200 21,419

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,684 △723

繰延ヘッジ損益 △631 28

為替換算調整勘定 2,028 △5,531

退職給付に係る調整額 2 54

持分法適用会社に対する持分相当額 △39 △91

その他の包括利益合計 3,044 △6,262

四半期包括利益 14,245 15,156

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 13,928 15,009

非支配株主に係る四半期包括利益 317 147
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

　
（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　① 自己株式の取得

当第３四半期連結累計期間において、平成27年５月13日開催の取締役会決議に基づき、平成27年７月１日か
ら平成27年８月31日にかけて、市場買付により当社普通株式8,386,900株を総額9,999百万円にて取得しており
ます。

　② 自己株式の消却

当第３四半期連結累計期間において、平成27年11月12日開催の取締役会決議に基づき、平成27年11月30日に自
己株式8,386,900株の消却を実施しております。この結果、自己株式が7,968百万円減少し、利益剰余金が7,968
百万円減少しております。

　
（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 (単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)1

合計 調整額

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)2

金属
加工機械

金属
工作機械

計

売上高

（1）外部顧客への売上高 150,001 41,199 191,200 896 192,097 － 192,097

（2）セグメント間の内部売
上高又は振替高

35 17 52 － 52 △52 －

計 150,036 41,216 191,253 896 192,149 △52 192,097

セグメント利益 10,178 3,765 13,943 345 14,289 － 14,289

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業及びカーリース事
業等を含んでおります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１. 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 (単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)1

合計 調整額

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)2

金属
加工機械

金属
工作機械

計

売上高

（1）外部顧客への売上高 177,611 37,112 214,723 1,273 215,997 － 215,997

（2）セグメント間の内部売
上高又は振替高

31 27 59 － 59 △59 －

計 177,643 37,140 214,783 1,273 216,057 △59 215,997

セグメント利益 24,569 5,455 30,025 226 30,252 － 30,252

(注)１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業及びカーリース事
業等を含んでおります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

２. 報告セグメントの変更等に関する事項
第１四半期連結会計期間より、当社グループは「お客さまとともに発展する」という経営理念の下、更なる持続

的成長と、より一層のグループ経営効率の最大化による収益拡大に向けて、強固な経営基盤の再構築を行うことを
目的に持株会社制へ移行しております。この事業再編に伴い、「金属加工機械事業」のうち、プレス市場向け商品群
については、当社が包括的な戦略を立案・実行をしてまいりましたが、「金属工作機械事業」の戦略立案を担当して
いる（株）アマダマシンツールの取り扱う工作機械市場向けの商品群とのシナジー効果を狙い、同社へプレス事業
を移管し、同社がその戦略を立案・実行していくことになるため、「金属工作機械事業」にプレス市場向け商品群を
含めております。
　なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したものを
開示しております。
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４．補足情報

（１）生産、受注及び販売の状況

　
① 受注状況

事業別

前第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

受 注 高 受 注 残 高 受 注 高 受 注 残 高

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比

（百万円） （％） （百万円） （％） （百万円） （％） （百万円） （％）

金属加工機械事業 170,897 78.8 51,275 81.9 183,504 81.6 46,063 83.2

板金部門 152,679 70.4 46,861 74.9 165,860 73.7 41,853 75.6

溶接部門 18,218 8.4 4,413 7.0 17,643 7.9 4,209 7.6

金属工作機械事業 45,054 20.8 11,322 18.1 40,161 17.8 9,270 16.8

切削部門 25,601 11.8 4,008 6.4 26,541 11.8 4,287 7.8

プレス部門 7,400 3.4 2,768 4.4 7,693 3.4 2,423 4.4

工作機械部門 12,052 5.6 4,544 7.3 5,925 2.6 2,559 4.6

その他 894 0.4 4 0.0 1,282 0.6 14 0.0

合 計 216,847 100.0 62,602 100.0 224,947 100.0 55,347 100.0
　

② 販売実績

事業別

前第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

金額 構成比 金額 構成比

（百万円） （％） （百万円） （％）

金属加工機械事業 150,001 78.1 177,611 82.2

板金部門 132,994 69.2 160,836 74.4

溶接部門 17,006 8.9 16,775 7.8

金属工作機械事業 41,199 21.4 37,112 17.2

切削部門 23,626 12.3 24,435 11.3

プレス部門 6,514 3.4 7,335 3.4

工作機械部門 11,057 5.7 5,342 2.5

その他 896 0.5 1,273 0.6

合 計 192,097 100.0 215,997 100.0

(注)１.「受注及び販売の状況」における各項目の金額には、消費税等は含まれておりません。
　２.「セグメント情報等」に記載の通り、第１四半期連結累計期間より報告セグメントの区

分を変更しております。また、従来「板金部門」に含めておりました当社の連結子会社
である(株)アマダミヤチグループが取り扱う「溶接部門」についても区分して表記する
ことといたしました。なお、前年同期の数値につきましては、変更後の区分により作成
しております。

（２）地域別売上高の状況

　

地域別

前第３四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年12月31日）

金額 構成比 金額 構成比

（百万円） （％） （百万円） （％）

日 本 84,516 44.0 100,349 46.5

海 外 107,580 56.0 115,648 53.5

北米 31,899 16.6 38,615 17.9

欧州 35,616 18.5 37,502 17.3

アジア 35,874 18.7 36,512 16.9

その他の地域 4,189 2.2 3,017 1.4

合 計 192,097 100.0 215,997 100.0

（注）本表の売上高は、当社企業集団からの当該地域への売上高であります。
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